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はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー実施要項

１．名称

「はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー」と称します。

２．目的

【 】働く障害者の仕事に光を当て、１人ひとりの豊かな社会参加を目指す！

◆優れた活動や製品に対し 「はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー」の称号を贈ります｡、

◆障害者の働く姿と、その成果を広く社会にアピールし、障害のある人もない人も共に生きる

地域社会の実現を目指します｡

障害者福祉事業所により作られた製品の中から、年間（ ～ 月）を通じて最も優秀な製品を選4 1
定し、選ばれた製品には「はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー」の称号を授与することとしま

す。福祉事業所・製品を称えることにより、障害者福祉事業所の一層の製品力の向上に資するこ

とを目指します。

具体的には、次の４つを目的とします。

福祉事業所の製品開発力及び販売力の向上2-1.
福祉事業所で作られた製品の品質向上2-2.
福祉事業所で作られた製品の販路拡大2-3.
福祉事業所で作られた製品の認知度向上2-4.

３．基本的考え方

「 」 、 、はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー は 千葉県内の障害者福祉にかかわるすべての人たち

及び関心を有するすべての人たちの志や想いを象徴するものです。

「はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー」は､障害者福祉事業所の自主製品の販売を通し3-1.
て、社会での認知度を高めると共に､販売から得る利益で障害者の工賃向上を図るための活動です｡

「はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー」の審査は公平・公正をモットーとし、特定の個3-2.
人、団体に偏らず、また特定の政策、利害によって左右されることはありません。

「はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー」大賞は、その年度に優れた実績を残したと認め3-3.
られた製品のうち、食品部門・非食品部門、それぞれ１製品に授与します。



- 2/4 -

はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー実施要項

４．主催者

「はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー２０１７」は､はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー

実行委員会（以下、実行委員会）が主催します。

実行委員会の構成4-1.
委員長：識見高邁で障害者福祉に理解がある適任者を、実行委員会構成団体の総意で選任4-1-1.

します。

実行委員会構成団体4-1-2.
千葉県障害者就労事業振興センター、千葉県社会就労センター協議会、千葉県知的障害者

福祉協会、千葉県身体障害者福祉協会、千葉県手をつなぐ育成会、千葉県精神障害者家族

会連合会、千葉市心身障がい者ワークホーム等連絡会、千葉県精神障がい者地域活動支援事

業所協議会、きょうされん千葉県支部、以上９団体

事務局：千葉県障害者就労事業振興センター4-1-3.
実行委員会の業務4-2.
実行委員長の選任4-2-1.
授賞式後援団体の依頼4-2-2.
審査委員の選定と委嘱4-2-3.
エントリー促進4-2-4.
審査会･授賞式の開催4-2-5.
実行委員会は、審査会等、直接審査に係わる業務には携わりません。4-2-6.

ワーキングチーム4-3.
上記業務の遂行のため、構成団体の実務担当者と事務局によるワーキングチームを設け4-6-1.
ます。

、 。4-6-2.ワーキングチームは エントリー促進・授賞式の会場運営・集客企画等の実務を担います

ワーキングチームは審査会等、直接審査に係わる業務には携わりません。4-6-3.

５．審査対象

審査の対象は、食品部門・非食品部門の２部門であり、それぞれカテゴリーに分かれます。5-1.
食品部門カテゴリー： 食品、 菓子類A. B.
非食品部門カテゴリー： おしゃれ用品､ 日用雑貨､ 趣味小物､ ｷｯｽﾞ､ ｲﾝﾃﾘｱ､ その他C. D. E. F. G. H.
各部門の対象は、前年の 月から当年の 月までに千葉県内で販売された製品のうち、次5-2. 4 1
に該当するものです。

振興センターの公募に応じ、エントリーした製品であること。5-2-1.
はーとふるメッセ常設店の委託販売商品のうち､委託福祉事業所がエントリーを希望し5-2-2.
た製品であること｡

食品に関しては基本的に加工品を対象とし、農作物等は対象外とします。5-2-3.
審査のための製品はエントリー福祉事業所が無償で提供とします。5-2-4.
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６．エントリー募集

事務局はエントリーに関わる手順や取り決め等詳細を募集要項に定めます。6-1.
事務局は募集要項に定めたエントリー受付期間開始の１週間前までに募集を告知します。6-2.
審査精度の維持のため、エントリー受付件数は上限を設けます。6-3.
エントリーは、インターネットによるエントリー受付用紙の送付により受け付けます。6-4.
審査のための製品はエントリー福祉事業所が無償で提供し、また発送等にかかる経費は、6-5.
エントリーした福祉事業所に負担していただきます。

、 、 。6-6.受賞の対象となった事業所は 授賞式に利用者・職員各１名以上 出席することとします

７．審査委員

審査委員長及び審査委員は、学識経験者、販売活動・製品に関する専門家、及び障害者福7-1.
祉福祉事業所・商品販売の支援者の中から実行委員会が選任し委嘱します｡原則として､福祉

事業所関係者は除外します｡

各７名程度を委嘱し、各カテゴリーの専門家及び後援団体、公共セクター等より各 名以7-2. 1
上選任します。両部門に各１名の統括審査委員を選任します。

審査の公平性・公正性を担保するため、審査委員候補を選任後、直ちに氏名と現在の職業･7-3.
役職等を振興センターのオフィシャルホームページに公開します （ただし所属は個人情報保。

護の観点から公開しない場合もあります ）。

審査委員は、無報酬とします。ただし、審査会場への移動のための交通費等の経費は、振7-4.
興センターが負担します。

審査は、各部門毎に実施し、統括審査委員が部門間の調整を行い、全体を審査委員長が統括7-5.
します。

審査委員の任期は、実行委員会の委嘱を受けてから翌期の審査委員が選任されるまでと7-6.
します。特に問題が無い限り、再任も認められることとします。

８．審査方法

当該年度の１月～２月に、審査を統括する審査委員長か統括審査委員が指定した日に審査8-1.
会を実施します。審査会で大賞等を決定します｡

審査会場にすべてのエントリー製品を展示し、各部門の審査委員全員で審査します。8-2.
過去にエントリー実績のある製品が再度エントリーする場合、前回からの改善度合が評8-3.
価の対象となります。

審査委員長立ち会いのもと、審査委員の代表により部門ごとに大賞を決定します。8-4.
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９．審査基準

審査委員は、定めた評価基準に則り、また利用者の関わり度合いへの工夫等を総合的に評9-1.
価し審査します。

審査基準9-2.
「大賞 ：福祉事業所の製品への理念や想い、工夫した部分、品質・性能、コンセプト9-2-1. 」

（消費者へのアピール力 、価格等の審査項目５段階を評価し、審査委員全員の合計が）

高得点であり、最高の評価を得たものとします。

当該年度の大賞に相応しい優れた製品が無かった場合、審査委員の総意により該当無し9-2-2.
とすることもあります。

「奨励賞 ：各部門上位５位内の製品を対象として審査委員の協議により決定します。9-2-3. 」

１０．賞典

「大賞 ：部門ごとに各１とします。審査委員の審査により、最高の評価を獲得した製品10-1. 」

に対して、当該年度の「はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー」の称号を与え、その栄誉

を称えます。

両部門の大賞とも、後援団体名を冠することとします。10-1-1.
（食品部門）千葉ロッテマリーンズ大賞

（非食品部門）テレビ朝日福祉文化事業団大賞

、 。10-1-2.トロフィー・賞状を贈り振興センターによる広報 県庁に年間展示等の特典を与えます

大賞の授賞は２回までとし、２回受賞した場合、はーとふるメッセ名誉製品の称号を10-1-3.
贈ります。

大賞受賞製品には認定ロゴをデータにて贈呈します。10-1-4.
「奨励賞 ：各部門上位５位内の製品を対象として審査委員の協議により決定します。10-2. 」

「特別賞 ：各部門の審査委員が提案し、審査委員の総意により設ける場合があります。10-3. 」

１１．付記

「はーとふるメッセ・オブ・ザ・イヤー」は、本実施要項に定める目的をより効果的に達11-1.
成するために、障害者団体・企業・自治体・ＮＰＯ等の市民団体・報道機関などに対し、広

く後援を求めます。

振興センターは、各年度実施後の実行委員会の反省会を踏まえ、また本要項の項目に対し11-2.
審査対象福祉事業所、審査委員、後援団体等の関係者から指摘を受けた場合、また振興セン

ター内において項目の不具合を発見した場合、関係者等からの意見を参考にしながら本要項

を適切に改訂します。

以上


